
子供たちの学びが大きく変わります

GIGAスクール構想とは
GIGAスクール構想とは、子供たち一人につき１台のタブレット端末等と高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備する
ことで、多様な子供たち一人一人の資質・能力を確実に育成できる教育ICT環境を実現する構想のことです。

これまでの学び

整備される端末

中学校 Windowsタブレット
HP ProBook ｘ360 11 G5 EE

第8世代 + キーボード一体型ケース
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霧島市では、この4月から小学校3年生以上の小・中学生全員に一人1台のタブレット端末を整備し、新しい
学びの実現に向けてスタートしました。また、今年度中に小学校１・2年生も学習で活用できるように準備を進め
ています。
一人１台のタブレット端末を活用し、Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0時代を生きる子供たちに必要な力の育成と未来を創る心豊

かな人づくりを目指します。

文部科学省公式プロモーション動画(Youtube)

「学校における一人1台端末環境」

https://www.youtube.com/watch?v=K0wxp_vyRKM

新しい文房具「一人１台のタブレット端末」

これからの学び
〇 全員が同時に同じ学習をする。 〇 一人一人の理解度に応じた学習ができる。

〇 模造紙などにまとめて発表する。 〇 写真・動画などを使ってさまざま資料や作品を制作できる。

授業での学びがこのように変わっていきます

霧島市におけるGIGAスクール構想

小学校 iPad

学校での一日の活用イメージ（例）

登校

授業

休み時間

登校したら、充電保管庫から自分のタブレットを取り出す。

下校時には必ず充電保管庫に収納し、充電ケーブルを接続する。

指定された場所に置き、いつでも使えるようにしておく。

教室移動の際は、端末を持って移動する。

下校

 メモをとる

 文書を作成する

 インターネットで調べる

プログラミング学習を行う

授業資料を受け取る

WEB会議でつながる

 考えをまとめる

 写真や動画を撮影する

 音を録音する

ドリルで学習する

みんなで同時に編集する

考えを共有する

タブレット端末は家庭に持って帰るの？ タブレット端末だけを使って学習するの？

まずは学校での活用を進めるため、持ち帰りま
せん。

これまでどおり、教科書やノートなども活用しながら、
タブレット端末の効果的な活用を図ります。
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霧島市の学校での取組を紹介しています。

「Kirishima GIGA Information」

http://www.mct.ne.jp/users/koavc/giga/index.html

保護者の皆様へ
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